
予算編成、人口減少、リニアなど議論
――― 静岡県議会 12 月定例会の話題から ――― 

12 月定例会は 12 月 2 日から 20 日まで 19 日間開催されました。台風 19 号の被災対策を中心

とした約 30 億円の補正予算など知事提出の 36 議案はすべて可決成立しました。この議会中の

主な話題を 5つお知らせします。 

◆リニア中央新幹線工事

県と JR に国を加えた協議体が設置される見込みですが進展がみられません。こうした中、

ふじのくに県民クラブは、流域市町議会から出された意見書などを踏まえ、危機管理くらし環境

委員会で「水と環境を守る決議」を提案しましたが、多数会派の賛同を得られず否決されました。

会派では 10 月に立ち上げたプロジェクトチームを中心に引き続き対応を進めていきます。 

◆文化力の拠点整備

県は築後 50 年以上経過した県立中央図書館を JR 東静岡駅南口に移転整備する計画です。「文

化力の拠点」と名付けられたこの施設には、230 億円ほどかかるとみられていますが、一部の機

能に不明確な点があることから、各会派から慎重な意見が出されています。この件についても 12

月に会派内にプロジェクトチームを立ち上げ、対応の検討をはじめました。 

◆遠州灘海浜公園（篠原地区）野球場整備

約 3100 人の県民、スポーツ関係 24 団体、野球・ソフトボール 353 チームの声を集めた調査結

果が報告されました。1600 人が回答したウェブアンケートでは「プロからアマチュアまで各種

大会が開催できる大型スタンド球場」を望む方が約 67％、「中型スタンド球場」は約 16％、「小

型スタンド球場」は約 9％となりました。今後、経費や経済効果などを検討していきます。 

◆次期地方創生総合戦略に関する提言

平成 27 年に人口減少対策や地域活性化を目的に策定された「地方創生総合戦略」。現在、来年

度からの新たな計画を検討しています。人口減少に歯止めがかからない中、会派からは「目標の

明確化と重点化」「若年女性の雇用確保」「若者対策」「外国人対策」などを提案しました。 

◆令和 2年度当初予算編成に対する政策提言

12 月 18 日、川勝知事に提出した提言では、初めて「事業の廃止・見直し」を提案しました。

財政状況が厳しい中、新たな事業を行うには「ビルド＆スクラップ」が不可欠です。私たちは、

将来を見据えた行財政改革を進めていきます。 


